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山本サ ワノ氏,黒 田福江氏,前 田カズ氏に深甚な謝意を表 します。
1.1 本稿 の 目的
マ ナベシマ                                               サ ナギジマ
真鍋島(岡 山県笠岡市)と 県境を聞には さんで南隣 りに位置する佐柳島(香 川県伸多度郡多度津
町)と い う二っの島の方言のアクセン トに関する調査報告(中 間報告)を 行ない,そ れに もとつ く
音韻論的な解釈を提示す る。
1.2 従来の研究 とそ の問題点
 真鍋島方言 と佐柳島方言のアクセン トについては,す で6L調 査報告がい くっか出 されてい る。 そ
の中で金田一 ・秋永 ・金井(1966)が もっ ともまとまってお り,両 島 とその周辺のい くっかの島の
方言のアクセ ントを扱 っている。 ほかに虫 明(1954)が 真鍋島方言の アクセ ン トを,秋 永(1966)
が佐柳 島方言の アクセ ン トを扱ってい る。私 が真鍋島岩坪 で行なった調査 では,金 田一氏 らの調査
とかな りちがう結果を得 た。
 以上の調査報告を もとfL音 韻論的解釈を ほどこしてい るもの に,服 部(1973)(た だし佐柳 島方
言 のみ),上 野(1977)な どがある。服部,上 野両氏の音 韻論的な整理 は,私 の調査の非常な助 け
になった。 この二論文のおかげで,ま が りな りにも調査ができたとい って も過言 ではない。 ところ
で,両 氏の解釈 はほ とん ど一致するが,た だ次の一点では大 きくくい ちがっている。服部氏 はモー
ラ数がふえる4Zっ れてアクセン ト型の数 もふえる体系である,と され たのに対 し,上 野氏 はい くら
長 くなっても4つ の型 しか区別 されない 「4型 アクセ ン ト」である とされた。 ところが従来の調査
報告が4モ ーラ以上の名詞を扱っていない ことなどか ら結論が出てい なかった。
1.3 調査 地 点,イ ン フ ォ ーマ ン ト,調 査方 法 な ど
 地点別にインフォーマン トの氏名 と略歴(性 別 ・生年 ・外住時の年 齢 ・外住の長 さ ・外住 した場
所,の 順 にしるす)を 掲げる。
 真鍋島岩坪(人 口330人):山 本 サワノ氏(女 ・明38・40才 代 ・9年 ・大阪),山 本カネ氏(女
・明44・17才 ・1年 ・神戸 ・50才 代 ・7～ ―8年 ・広島),他 に中学生1名 を調査 した。また60才
代女性数名を30分 ほどつつ調査 で きたが両 山本氏 と同じ結果 を得た。
真鍋島本浦(人 口490人):奥 川喜久治氏(男 ・明37・30～50才 代 ・25年 ・大阪),川 上 タ
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ッ エ 氏(女 ・明43・20才 代 ・2年 ・舞 鶴 ほ か),片 山 安 江 氏(女.大9・20才代 ・2年 ・呉),
小 西 久 松 氏(男 ・明33・30～40才 代 ・10年 ・中 国 大 陸),志 村 一 夫 氏(男 ・昭4・10才 代 ・5
年 ・笠 岡),他 に 中学 生2名 を 調 査 し た。
サナギシ舛マナガサキ                       クロダフクエ                マェダ
佐 柳 島 長 崎(人 口 は 佐 柳 島 本 浦 と あ わ せ て330人):黒 田 福 江 氏(女 ・大9・ 外 住 な し),前 田
カ ズ氏(女 ・大3・30才 代 ・3年 ・神 戸:一 時 佐 柳 島 本 浦 に 住 む),森 田 イ ワ ノ 氏(女 ・明45・20
～60才 ・40年 ・阪 神 へ)。
 佐柳島本浦:瀬 戸 トモノ氏(女 ・明45・30才 代 ・8年 ・四国方面),薮 ヨシヱ氏(女 ・大8・
外住な し?な お金 田一他(1966)の インフォー マン トと同一人物)。
 か な り長い外住の経験者をインフォーマン トとせ ざるを得なかったが,両 親 はいずれ も同島同集
落出身のかたばか りである。 なお,こ の他に二,三 の方に協力 していただいたが,色 々な理 由で調
査結果 を得 ることがで きなかった。
 次の方 々にはインフォーマ ン トの紹介などでずい ぶんお世話になった。 真鍋島:志 村一夫氏,真
鍋礼三氏,真 鍋中学校諸先生。佐柳島:谷 頭信雄氏,佐 柳申学校諸先生。
 本稿を拙いなが らもまとめる ことが できたの も,単 調な作業に長時間た えて下 さったイ ンフ ォーマ
ン トの皆 さん,特 に山本サ ワノ,黒 田福江,前 田 カズの3氏,ま たお忙 しい中 インフォーマン トの
紹介を して下 さった皆 さんの御厚意 があれ ばこそ と,深 く感謝 してい る。
調査期間は1981年7～8月,10月,1982年3月,5月,7～8月,各4～10日 間つつである。
調査方法は次の とお りで ある。 まず各 インフォーマ ン トにっいて2時 間程度の簡単 な調査を行 な
った。 さらに山本サ ワノ(岩 坪),黒 田福江,前 田カ ズ(長 崎)の 各氏に は,継 続 して助詞の アク
セン ト,用 言の活用に ともな うアクセ ント交替(本 稿 では紙面の都合で省略す る),金 田一(1974)
の付表8(pp.62～73)の 全語彙 アクセン ト,お よび4モ ーラ以上の名詞 のアクセン トの調査に協
力 していただい た。4モ ー ラ以上の名詞については私が任意に選 んだ単語を ある程度読 んで もらっ
ておお よそのけん とうをつ けたあ と,平 山(1979)に もとつ く基礎語彙調査を開始 した。岩坪,長
崎 とも1～9と11の 各分野を終 えた ところであ る。 で きるだけ早 く完成 させたい。本稿の記述は特
にことわ らない限 り,佐 柳島については黒田,前 田両氏の,岩 坪方言については山本サワノ氏の,
調査結果に もとつ く。
2.佐 柳 島方 言 の ア クセ ン ト
2.1 は じめ に
 佐柳島には長崎 と本浦の2集 落がある。両集落の方言の聞には,ア クセ ントのちがい はない。私
の調査 は長崎を中心 とした。
2.2 名詞 の ア クセ ン ト
1～3モ ーラの名詞 にっいては,金 田一 ・秋永 ・金井(1966)[秋 永氏が佐柳島方言の調査執筆]
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に よる報告がある。私の調査結果 は大部分 これと一 致 した。表1に 私の調査結果を まとめた。





























  〔狭 〕







  〔狭 〕
ハ タ 「界 。
  〔広 〕
ウ サ『津 。




















カ 「ガ 「 ミ 〈]。





ウサ ギ 関 。





















ハ タ 「屮 く]・..
ウサ ギ<1…
ウ サ 『鱒 イ …
ヤ マ 厂ミチ 〈]…
リ ズカイぐ…
ア 「ザ ―ガ オ<]…
ネ『ヨ1ヒ ゲ 〈]…
注
1) 「く]」は1モ ー ラの
付 属語 を示 す。 た だ し,
「イ」(方 向 ・帰 着点)に
っ い ては 注5)を 参 照。
2)〔 狭〕は狭い 母 音 〔i,
u〕 を 〔広 〕は 広 い母 音
〔a,e;o〕 を示 す。な お,
長 音節 を含 む場 合の アク
セ ン トにっ いては2.3を
参照 。
3) ピッチ を示す ための
記号 は次 の と おりで あ る。
厂はh昇 ,「 は下 降,Pは
そ のモ ーラ内 の上昇調,
『 は その モー ラ内の 下降
調,を それ ぞれ意 味 す る。
記号 が何 もつ いて いない
もの(た とえ ば2z〔 イ
トガ… 〕)は 全 ての モ ー
ラが低 い ことを示 す。
4)調 査 した1モ ー ラの
付 属語 の うら,広 い 母 音
をもつ ものは 「ガ,エ(方
言形 は 「イ」)・ オ ・ ジャ・
デ,ト(並 列,引 用),
ノ,モ,ワ 」 で,す べ て
同 じ ア クセ ン トで あ る。
狭 い母 音 をもつ ものは 「二,
イ」であ る。2aと2Gの
名 詞 に付 属 語 をっ けた場
合,付 属語 の母 音の 広 狭
に よって ピッチ形 が異 な
る。表 中 では広 い母 音 を
もつ もの を 「ガ」 で,狭
い母音 をもつ ものを 「二」
で代表 させ たq
5)付 属 語 「イ」はZ系
列以 外の名 詞 につ い たと
きは 「二」 と同 じア クセ
ン トであ るが,Z系 列 の




















   〔狭〕
○○○て尹。
  〔広〕
(蒔 い た 「禝 。)
ギ リギ 「リ。
ピケ 「」 ツ ボ。
隙『 イ ド コ ロ。
 〔狭 広 〕







   〔狭広〕
ユキ ス「押 リ。
〔狭 広〕以外
ウ ッチ ャ『知 リ。
    〔狭 〕
フ タ カ ワ 「ヌ『。
   〔広 〕




(蒔 い た 「ぢ可と。)
ギ リギ リ物 。
   〔旨」以外 〕
ギ リギ 『屮 イ 。
ピ ケ 「ジ1ツ ボQ。
「歹「イ ドコ ロ くコ。
ジ ョ「ガ 「ク セ ー<コ 。
ミ『i靼 ヒ ダ リ<]。
ヤ マ 「ヂ ク ラ 〈]。
サ ン『ゼ 「ン コ<]。
ユ キ ス「冫♂ リ<]。
ウ ッチ ャ『ガ 「 リ 〈1。
フ タ カ ワ「ア 〈]。
フ ナ ダ イ ク『約 。
   〔%以 外〕
フナダイ『勿 イ。
カ ナ 「票 チ 〈]…
ヨ ン『蓼 ン くコ…
○○○「び くa…
(蒔 、、ナこ「一ぢ1と …)
ギ リギ リ ぐ …
ギ リギ 『リ「イ …
ピケ 彫 ツ ボ<]…
厂歹qイ ド コ ロ<】・一
ジ ョ「ヲ戸 ク セー ぐ …
ミ『¥1ヒ ダ リ 〈1…
ヤ マ 「堺 ク ラ くコ…
サ ン『ゼ『ン コ<]…
ユ キ ス「岬 リくコ…
ウッチ ャ暇ヂ1リ<]…
フ タ カ ワry『<】 …
フ ナ ダ イ ク くコ…
フ ナ ダ イ『勿 イ …
「二」 とア クセン トが こ
となる。表 中で 〔「イ」以
外 〕としたの は 「イ」 以
外 の1モ ーラの付属 語 と
い う意 味 で ある。
まず各系列 ご と4z.名 詞の ピッチ形 について注意 すべ き点をのべる。
a系 列の上昇の位置 は,表 申 では第2モ ーラ と第3モ ー ラの間に「があ る場 合 と第2モ ーラが文
節末 となる場合に第1モ ーラと第2モ ーラの間であ り,そ れ以外の場合は第2モ ーラと第3モ ーラ
の聞である,と したが,現 実にはその位置 は定 めがた く第1モ ―ラか ら高 く文節全体が高平調に も
発音 され ることが ある。 しか し,私 の インフ ォーマン トの うち,黒 田,前 田両氏 には表 に示 したピ
ッチ形 が多 く聞かれ た。
 同 じくa系 列につい て,単 独 または付属語つ き言い きりで 〔σ 〕と示 したモーラには しば しば下
降調 も現われ る。 たとえば2a〔 ヤ「熟 ヤマ5艚 。 ヤ「引 二。〕,3a〔 カ「舮 ミ。 カ「i舮ミa。 〕,3a'
〔フク「♂。 フク「♂ 〈。〕など。続 ければ特 に強調 した りしない限 り下降調が現 われることはない。
なお,秋 永氏はa系 列 にあらわれる下降調を2aに 付属 語 がっいた場合 に しか報告 されていない。
ただ,a系 列における下降調の現 われかたには個人差 もあるようで,前 田氏に とくに多 く聞かれ た。
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 ビについ てはだいたい 〔OUOo〕(Onはn以 上の任意の個数のモー ラを示す)と いうピッチ形
で,は っ きり〔「び01〕 と聞 こえることは比較的少なかった。
 2cと2zの 単独言い きりの発音 はと もに 〔○『b〕で,ま れに 〔○℃ 〕も現 われる。私 の耳では区
別 できないが,イ ンフォーマン トに内省を求 めた ところ,区 別があると言 う人 と区別はない と言 う
に分れ る。 ちがいがある,と い う黒田氏,森 田氏に両者を対比 して発音 してもらうと,お 二人とも
2cの 第2モ ー ラを2zよ りも強 くかつ上昇 の度合 を大 きく発音 され た。なお付属語 な しで も続け
た場合は下に示す ようにはっきり区別で きる。
R2c釜 力『炉 アル 『菊 。 カ『=マゴ1一 タ 。(買 うた)2z鎌 カ マ ア ル『iカ。 カ マ「ゴ1一 タ 。
文 節 末 尾 以 外 の 上 昇 調(3c,4c,5c,4d,5d,5eお よ び2cに 厂二 」な ど を つ け た 場 合 に 現 わ
れ る)に ついて検 討す る。私の調査では,こ のすべての場合に上昇調は安定 していて高平調 〔[()1〕
に聞 こえることはなかった。
音の長 さと強 さについて触 れる。b～z系 列のすべて と, a系 列 の言い きりの場合,〔 σ,『 び,
び 〕のモーラは他のモー ラよ り,長 めにかつ強めに発音 され る傾向がある。たとえば2b〔 旨「シ〕
では第1モ ー ラが,2b'〔 オ「卜『〕で は第2モ ー ラが,そ れぞれ長 めでかつやや強 く発音 される場合
が多い。なお,い くら長 いといって も,そ れを2モ ー ラとみなす ことはで きない。なお,こ の長 め
に発音 する傾向は,文 字 を読み上 げる場合よ りも自然な会話において より顕 著であ る。
 表中で1～2モ ーラと示 した名詞は,単 独 ではほとんどの場合長 く2モ ーラで発音 されるが,付
属語をつけた り,続 けた りす ると短 く1モ ーラで発音 されることもあ る。 これは2モ ― ラの名詞 と
は区別す る必要がある。 たとえば 「帆 」は1モ ー ラでも発音 されるが,「 法 」はつねに2モ ー ラで
発音 される。
 名詞の前に修飾 語をつけた場合の,連 語の アクセン トについては,調 査不十分な点が多 く,こ こ
では 「コノ」をつ けた場合の アクセン トを述べ るにとどめ る。 「コノ」は2zに 属す る(〔 コ『ン。コノ
ト「ヨ ー。〕〈言 う〉)。 従 って名詞の前に 「コノ」をつけた場合,「 コノ」自体は 〔コノ…〕とい う低
平の ピッチ形 であ る。 「コノ」は名詞 のアクセン トには影響を与 えず,名 詞のアクセ ントは 「コ ノ」
をつけなかった場合 と同 じで ある。
 各 ア クセ ント素の所属語彙をあげる。紙面の都合上,秋 永氏の報 告にない4モ ーラと5モ ーラの
名詞 に限 り,各 々数語つつあ げるに とどめる。(多)と 表示 した ものはそこに所属する語彙が多い
もの,(少)は 所属する語が少 ない ものである。 〔〕内 は単語 の意 味を示す。配列は五十音順であ
る。
 4a(多):あ くる日,蒲 鉾,ガ ラス戸,京 都市,ド ーソク 〔蝋燭 〕,ハ チ ファイ〔八杯 〕。4b:
座蒲団,獅 子鼻,石 炭(前 田氏は シェ),赤 飯(前 田氏 は シェ),バ クマイ 〔白米 〕。4b:胃 袋,
おさが り,お 握 り,小 包,の の さん 〔幼児語 で仏の意 〕。4c:岩 坪 〔真鍋 島の集落名 〕,カ マツ
カ〔露草 〕,竹 馬,ナ ベスケ 〔鍋敷 〕,鼻 糞。4c':(多)イ タズリ〔虎杖 〕,口 紅,三 万,煤 取 り,
割箸。4d(少):三 千,六 千,八 千(但 し黒田氏はこれ らすべてを4zに 発音 される)。4d'(欠)。
4z:朝 凪,遊 び場.チ チマメ〔乳 首 〕,は ら痛,豚 肉 。5a(多):糸 切歯,男 の子,す ねか じ り,
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丸 亀 市,南 風 。5b(少):明 子 さ ん 〔人 名 〕,消 し忘 れ,ハ イ ナ ン ゴ 〔寄 居 虫 〕,焼 き直 し 。5b'
(少):お 母 さん,お 父 さん,1二 万 円,不 釣 合,身 ご し ら え。5c(少):ゴカ ン ニ チ 〔1月5日 〕,
1二千 円,ふ た い と こ。5c'(多):風 車,砂 煙,箱 枕,水 遊 び,四 万 個 。5d(少):八 千 個,四 千 個,
六 千 羽 。5dノ(多):頭 数,亥 の 子 餅.隠 し 芸,握 り飯 横 鼻 緒 〔下 駄 の 〕。5e(少):コ ギ ツ カイ
〔 こ き使 い 〕。5?少):ひ ん が ら目。5z:ア カ チ-ソ 〔赤 紫 蘇 〕,だ い だ い 酢,は っ た い 粉
ひ と回 り,丸 な す び 。
 4d,5d.5e,5eノ は,こ こにあげた ものが今までの調査で得た語彙のすべてである。動詞か ら
の派生名詞 や数詞な ど,特 殊 な ものが多い。 今後の調査によって補い たい。
2.3 付 属語 の ア クセ ン ト
 1モ ーラの付属語の アクセン トはすでに表1で 示 した。
を検討する。表2に 調査結果 をまとめた。
ここでは2モ ーラの付属語のアクセ ント











カ 『コ ニ ワ 。
  〔狭広〕
カー中 デ。
  〔狭 広 〕以外
カ ー カ吟 。
ヤ「ヲ ニ ワ。
 t
ヤ マ 「ヨ ワ 。
ヤ マ 「ヨ デ 。
ワ「シ<]a。
オ 「ト『ぐ 〈]。














フ ク 「司 く]〈]。
 t
フ ク駈 ぐ1〈 。
仄 「一 く<]…
カ『=コニ ワ …
カ ー 「屮 デ …
カ ー カ ラ …
ヤ マ「ぐ ぐ …
ワ 「シ<]<]…
オ 「ト『〈]ぐ…
二 『屮 ニ ワ…
ニ ワ「屮 デ …
イ 『=トコ ニ ワ …
イ ト「♂ デ …
イ トカ ラ…















1)く]ぐ は2モ ―ラの 付属語 を示 す。
2)右 端 の数字 と記 号 は文節全 体の ア
クセ ン トを示 す。
3)付 属語の 母音 の広 狭 によ りピッチ
形 がか わ る場 合には 「マデ」 と 「ニ ワ」
で代表 させ た。 「マデ」 は 「サエ,ダ
ケ,ヤ カ(な ど),ヨ リ」 の代表 で 「ニ
ワ」 は 「ニモ,シ カ」 の代表 で あ る。
4) 「カラ」 はZ系 列 以外 の名 詞 につ
い た と きは 厂マデJと 同じア クセ ン ト
で,z系 列の 名詞 につい た と きだけは
ア クセ ン トが異 な る。
5)4,5モ ー ラに つ いて はz系 列の















ウ サ 『…靼 ニ ワ 。
{   〔狭広〕ウサギ「屮 デ。
〔狭 広〕以外
ウサギカら 。
ワζ1シ ラ ぐ 〈]一・
ミ「=y:已キa<1…
イ 『切 シ<]<]…
ハ タ 「ろ翻 くユ〈1-・
ウ サ 『鱒 ニ ワ …
ウサギ「屮 デ…









   C狭 広〕以外
ギリギ リカ辱 。
フ ナ ダ イ『歹1ニ ワ 。
{     〔狭広〕フナダイク「屮 デ。
    〔狭広〕以外
フ ナ ダ イ ク カ 『う 。
ギ リギ 『ヅ1ニ ワ …
ギ リギ リ「零 デ…
ギ リギ リカ ラ …
フ ナ ダ イ 『切 ニ ワ…
フ ナ ダ イ ク「屮 デ …
フ ナ ダ イ ク カ ラ…
 z系 列に 「カラ」をつけた場合,特 に強調 して発音 すると,「 マデ」と同 じアクセン トになること
もある。たとえば 〔イ ト「拐 ラ。 イト『舮 ラ… 〕な ど。
 秋永氏は,「 ニワ」,「 ニモ」を2モ ー ラ名詞につけて言い切った場合,〔 二り 〕,〔 二匡 〕のよう
にも発音 される としてお られるが,私 の調査ではこの ような アクセン トはどの インフォー マン トか
らも聞 くことがで きなかった。
 また,3Z,4z,5zに 「ニ ワ」をつけた場合,イ ンフォーマン トの うちで黒田氏は,〔 ウサギ「三『
ワ〕〔ギリギリ「三1ワ〕な どの ように,母 音の広狭による相補分布を崩 して 「マデ」などと同 じピッチ
形 で発音 されることもあ り,ど ちらも使 うと言 われる。
3モ ーラ以上 の付属語の アクセントは省略する。
2.4 長音 節 の ア クセ ン ト
 この方言の アクセントの単位 は音節ではなくモー ラである。 しかし,長 音節の第2モ ー ラ(撓 音,
促音,長 母音の第2モ ー ラ,連 母音の第2モ ーラの うち「イ」)の アクセン トには次の ような制限が
ある。長音節 の第2モ ーラには下降調が現 われない。 これを具体例の中で見てい く。 まず3モ ー ラ
名詞を とりあげる。語頭が長音節の場合は次の ようなアクセントである。
 3c:「 冬 至 」 〔ト「コ ジ。 ト「=1ジ 〈]…〕,「 蚊 い 」 〔カ 「=iイ 。 カ[=1イ … 〕,「 す え る(灸)」 〔セ
匚コ ル。 セ 「=1ル … 〕 「鳶 」 〔ト「ヲ ビ。 ト「ヲ ビ 。 卜「フ ビ<]… 〕。 た だ し丁 ね い な発 音 で は い ず れ も
〔○『コ ○,○ 『ヲ ○〕で あ る。 な お,第2モ ー ラが 撓 音 の 場 合 に か ぎって 語 末 モ ー ラが 狭 い に もか か
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わ ら ず3c'〔 トン 「它『。 ト ン 「迎 く … 〕の よ うに も発 音 され る 。
 3b:「 空気 」〔吻 一キ。 「歹Lキ<]… 〕,「 夫婦 」〔ワ 一 フ。 「ヲ―フa… 〕,「 温度 」〔「茅
ンド。 甲 ン ド・コ…〕,「 女 」〔甲 ンナ。 甲 ンナa… 〕,「 そっ歯 〔「シ 屮パ。 「ワゾ「パa… 〕,
「大豆 」〔「歹「イズ。 「ダ1イ ズく]…〕。長音節の第2モ ーラをSで あ らわすことにすると,先 に述べ
た 「長音節の第2モ ー ラに下降調が現われない 」とい う制限に よって,語 末モーラの母音の広狭 と
は無関係に 〔てヌSO〕 とい うア クセン トになる。なお,前 田氏 には 〔「σISO～ 「○ ♂ ○〕とい うピ
ッチの揺れが存在す る。例 えば 〔「ラ コーキ 。 「ラ』 フ〕などの ように も発音 される。 SV的 にb系 列
にっいて,♂ ○崢Oo〕 とい うピッチ形は現われず 〔「σISOo〕 とい うピッチ形のみが現われ る。
さらに前田氏には 〔「○ 鈩Oo〕 とい うピッチ形 も存在する。 ここでOnはn以 上の任意の個数 のモー
ラを示す。
語 末 が長 音 節 の3モ ー ラ名 詞 の ア クセ ン トは 次 の よ う で あ る。
3b:「 向 う 」 〔ム リ ー 。 ム「ゴ1-〈1… 〕,「 密 柑 」 〔ミ「万 ン。 ミ「万 ン 〈1…〕,「 厚 い 」 〔ア 匚ゾ
イ。 ア「/1イ…〕。いずれ も丁ねいな発音 では第2モ ーラに下降調 があ らわれて 〔○「びS〕 のように
も発音 される。
3c:「 田 楽 」 〔オ 『羽 ン。 オ『勢 ン ぐ … 〕,「 病 」 〔ヤ『「♂ イ 。 ヤ『卸 イ 〈1… 〕。
一 般 に ,C, d, e系 列 に つ い て 〔芙02「 可Oo〕 とい う ピ ッ チ 形 は 現 わ れ ず,〔01『b1SOo〕とい
うピッチ形 のみが現われ る。 この際Sの あ との モーラの母音の広狭 は無関係 である。た とえば5c
「二千人 」,「 一 月五日 」は第4モ ー ラが狭いにもかかわ らず 〔二『蓼 ンニン〕,〔 ゴ吻 ンニチ〕と
発音 され,〔 芙ニセ「ジ司ニン〕〔暑 ゴカ「ゾ ニチ〕とは発音 されない。 これもSに 下降調が現われない
とい う制限によると考 えられ る。
2.5 用 言 の ア ク セ ン ト
 秋永氏の報告 と重複す る部分が多いが,表3に 動詞 の,表4に 形容詞 のアクセ ン トを示す。諸活
用形のアクセン ト,複 合動詞の アクセントも調査 したが,紙 面の都合で省略す る。




















キ 「タ『 トキ …
ヤ ク「トキ …
甲 イ タ トキ …
ノ ム 「ト キ…
ノ ー ダ 「トキ …
イ『L,ル トキ …
イ「フ タ トキ …
タ テ 弓レトキ …
注
1)表 の左端 の 数宅 ま語 幹 の 音 節 数,
「子Jは 子 音幹,「 母」 は母 音 幹,の 意
味 であ る。
2) 「トキ」 のア クセン トは2aで あ る。
3)秋 永氏 は 「1・ 母」 の動 詞 に2種 類
のア クセ ン トがあ る と され るが,私 の調
査 で は1種 類 だけ で あ った。
4)表 にあげ た ものの 他 に 「1・ 子」 の
動 詞 には い くっ か例外 的 なア クセ ン トを





























ウ ツ 「リ タ 。
ク ラ 「冲 ル 。
ク ラ 「冲 タ。
シ ラ 「却 ル 。
シ ラ 「却 タ 。
ハ ダ …タ ク。
ハ タ 「ヂ ィ タ 。
ア ツ 「ヨ ル 。
ア ツ 「ヲ ッ タ 。
タ テ タ广トキ …
ワ『歹1ス トキ …
ワ『「ダ1シ タ トキ …
ウ ツ欣 トキ …
ウ ツ 「」 タ トキ …
ク ラ 「翠 ル トキ …
ク ラ「即 タ トキ …
シ ラ「ぺ 丿レ トキ …
シ ラ「ベ タ トキ …
ハ タ「ヂ ク ト キ…
ハ タ「ヲ羽イ タ トキ …
ア ツr一マル トキ …
ア ッ ㌧ ッ タ トキ …
は いずれ も2bの ア ク セ ン トを も ち,
〔甲 ル 。 「茅 ル … 「尹 ㌔ 卿 一 …
啣 一。 「ヨ ー … 〕と発音 され る。 ただ
し 「言 う,吸 う」 に は2Zの 規 則的 な ア
クセ ン トも存 在 す る。























ア 厂尹 イ 。
ア 匚尹 一 。
ツ メ 「舜 イ 。
ツ メ 「一ト『一 。
クル「ジL。
クル㌧ ン。
ナ イrト キ …
「ン「一 ナ ル 。
ア叩 イ トキ …
ア「ヲ ー ナ ル 。
ア ツ財 トキ ・ー
ア 匚ゾ1一 ナ ル 。
ツ メ 「…女『 イ トキ ー―
ツ メ 「ρ 一 ナ ル 。
ク ル 膨 一 トキ …
ク ル 「:/ジ1ナ ル 。
注
1)秋 永 氏 は 「暑 」 と 「赤 」 の ア クセ ン トは,
ウ音便 形 で もちが いが あ る とされ るが.私 の
調 査 では 区別が なか った。
2)数 字は語幹の音節数。
2.6 音韻論的解釈について
 まず名詞の アクセン ト解釈についてのべ る。表5に 服部氏の解釈 と私の解釈を示 した。4モ ー ラ





















































































表5の 服部氏の解釈 において,///グ 内 は形態 アクセン ト素 レベルでの表示である。
服部氏 は,3モ ーラの名詞に/[○ ○○/,//00σ/グとい う型 も存在 しそうだ とされるが,私
の調査 した範囲では存在 しない。
 服部氏は2cと2zが アクセント素のレベルでは区別がなく,よ り抽 象的な形態 アクセ ント素 のレ
ベルでのみ区別があるとされる。 しか し付属語 なしでつづけた場合には違 いがあることや,単 独言




 また服部氏 の解 釈と異 なるのは,私 がc,d, e系 列 に対 して/L/を 与 えた点である。 その根拠
は付属語の アクセ ン トにある。 そこでまず付属語の アクセン ト解釈を行 な う。
付属語には有核のもの と無核の ものがある。
無核 と考え られるのは,「 イ」以外の調 査したすべての1モ ーラの付属語(/ガ/,/エ/,/オ
/,/ジ ャ/,/デ/,/ト/,/二/,/ノ/,/モ/,/ワ/)お よび/カ ラ/で ある。有核
と考え られるのは1モ ーラの付属語では//「 イ//,2モ ーラの付属語では 「カ ラ」以外 の調査 した
すべての もの(//「 サエ/グ,//「 ダケ/グ,//「 マデ//,/グ 「ヤカ//,//「 ヨ リ,/グ 「シ
カ//,//「 ニモ/グ,//「 ニワ.//)で ある。付属語の語頭の//「/グ は,ア クセン ト素の レベル
では名詞の語末 モー ラに/「/を 与 える働 きをす る。 この他,動 詞につ く2モ ーラの付属語 には/
σ ○/と い うアクセンh素 を もつ ものが存在する(/ダ 「リ/,/ダ ラ/な ど)。 名詞につ く付属語
で も例が見っかるか もしれない。
 付属語の核は,z系 列の名詞 についた ときにだけ顕在化し, z系 列以外のすべての名詞についた
ときには無核 とな る。












イ トカ ラ …
イ 『卩 イ…
イ「ド1ニ ワ …
イ ト「課 デ …
ウ サ『¥「イ…
ウ サ 『鱒 ニ ワ …









したのは次 の理由に よる。 「底 」(2c)と 「其
処」(2z)は,単 独でい切 りで区別があると
い うインフォー マン トも 「イ,ニ ワ,マ デ」を
つけると区別が失われ,ど ちらも〔ソ『ヨ「イ…
ソ『ヲ ニワ… ソコ「屮 デ…〕とい うアクセン ト
になるのであ る。 そこで,ど ちらも/レ ゴ1
・イ/,/じ ノ=P・ ニ ワ/,/Lノ ゴ「・マデ/
とい うアクセ ント素を有すると考 える。
b,c系 列 など/「/を 有する名詞に付属語
がついた場合,付 属語の核は潜在化 してすべての付属語が名詞のあ とに低 くっつ く。 これ は多 くの
方言にみ られる現象である。
 問題なのはa系 列の名詞に有核の付属語がついた場合であ る。予想 に反 してこの場合 も有核の付
属語 は無核 となるのである。 たとえば2aの 名詞 につけてみると次の ようなアクセ ントになる。
(1)
(2)
????? ????? ヤ マ 「三 …
ヤ マ 防 ラ…
ヤ マ「イ …
ヤ マr一 ワ…
ヤ マ ㌧ デ …
/ヤ マ ・二/
/ヤ マ ・カ ラ/
/ヤ マ ・イ/
/ヤ マ ・ニ ワ/
/ヤ マ ・マ デ/
 有核の付属語 はz系 列 の名詞の語末 モー ラ
には核を与 えるのに,a系 列の名詞 には核 を
与えない。 この現象は次のように説明する こ
とができる。佐柳 島方言には,b系 列 をの ぞ
いて非低起式(/L/を もたない)の 名詞 に
は/「/を もつ ものはない。 この制限を文節
に もあてはめて,「b系 列をのぞいて非低起式の文節は/「/を もたない 」と言 うことがで きるわ
けである。
b系 列にだけは/L/を 与 えることはできない。 その理由 も付属語の アクセントに関係があ る。
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表1に 示 したように1～2bと1～2zの 名詞 は1モ ー ラにも2モ ーラに も発音 される。 ところが,
1～2zの 名詞に有核の付属語がついた ときに限って,そ の名詞は必ず2モ ーラに発音 される。 たと
えば 「蚊い,蚊 には,蚊 まで 」は 〔カ『⊃ イ…,カ 『コ ニ ワ…,カ ー「課 デ…〕(3c/ゆ 一コイ/,4
c じ々 一コニ ワ/,4c'/や 一コ マ デ/と い うア ク セ ン トで あ っ て,〔 暑 「刀 イ …,涛 「が ニ ワ …,芙 力
甲 デ…〕(2b/美 が イ/,3b/芙 が ニ ワ/,3b'/斎 が マデ/)と い うb系 列 のアクセ ン トは
存在 しない。 これはb系 列が/L/を もっていないためである。 なお/し/と/「/が 同一 のモーラ
には存在 しない,と い う現象は他の方言に も広 く見 られる。
 上野氏は付属語の アクセ ン トについて別の解釈を されてい るが,そ の解釈が基いている秋永氏の
調査結果が私の調査結果 と一致 しないため(2.3参 照),本 稿では触れ ない。
 以上 付属語のアクセン トについてのべた。 そこで触れたa系 列の名詞に有核の付属語がついた場
合 にその付属語 が無核化するとい う現象 を説明するために,c, d, e系 列に//L/を 与える ことが
必要 なのである。
 なお上野氏は/L/で はなく/L/を たてておられる。私は どちらを とるべ きか よ く分 らないの
で一応服部 氏に従って/L/と しておいた。
佐柳 島方言のアクセン ト体系は,nモ ーラにn+1種 類の対立がある もの と考え られる。 ただし
2モ ーラには4種 類の対立がある。
3.真 鍋島 方 言 の ア クセ ン ト
5.1 は じめ に
 真鍋島には岩坪と本浦の2集 落がある。佐柳島にも本浦という集落があって紛わしいが,以 下単
に本浦というときは真鍋島本浦をさす。
 金田一 ・秋永 ・金井(1966)は 本浦若年層 と本浦 ・岩坪両方 の老年層の調査報告である。本浦若
年層の調査 は金田一氏,老 年層の調査は金井氏が担当 されてい る。両氏の報告 と私 の調査結果 には
一 致 しない点がい くつかある。 その うち最大の もの は,岩 坪方言のアクセ ントについてであ る。金
井氏は,岩 坪方言 と本浦方言 のアクセン トにはあま り相違がない ように記述 されているが,私 の調
査では両方言の間にははっ きりとしたア クセ ン トのちがいが存在 した。 このことは島民の意識にも
のぼってお り,イ ンフォーマントの中には例 をあげて違いを指摘 して くださるかた もあった。金井
氏 の岩坪方言のインフォーマン トであった故山口善松 氏は外住経験 の長いかたであ り,本 来の岩坪
方言の アクセン トを失 っていた ものと思われる(山 口氏の甥に あたる浜西利治氏に伺 ったところ,
山口氏は大正6年 か ら昭和20年 まで,阪 神方面 に住んでお られたとのことであ る)。 なお私 の調
査で も,申 学生の場合は本浦方言 と同 じアクセン トを もっていた。 その中学生 に私 が岩坪方言の ア
クセ ントをまねてみたところ,そ れは古めかしいアクセ ントで,自 分 はそのよ うには言わないが,
岩坪出身の中学生の中にはそ うい うアクセン トを使 うものもある,と の ことであった。
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3.2 真鍋島岩坪方言 のア クセン ト
3.2.1 名 詞 のア クセ ン ト
 表6に 私の調査結果 をまとめた。
釈に必要 なので,あ わせて示 した。
6モ ーラの名詞は調査不十分な点が多いがアクセンh体 系の解



























  〔狭 〕
「ラ ク ロ。







ハ タ 「戸 。
 〔広 〕
ウ サ『単。














 〔「石 以 外〕
イ「ド1イ 。
5bガ ミ「〈 。






ハ タ「戸 ぐ 。
ウサギ『 。

















イ ワ シ 「芍「…




1)表 の見 か たは表1と
同 じ。調 査 した付 属 語 も
同 じであ る。
2) 3a,3aノ の単 独言
い き りと2a助 詞 つ き言
い き りで は下 降調 が 現 わ
れ るこ とがあ るが,多 く







4) 4c, 5 c, 6c, 6d
は,と きに相 補 分布 が く
ずれ て,言 い き り,助 詞
つ き,続 け た場 合,の す
べ て にわた って4?5d
6?6痰ﾆ 同 じ ピッチ 形
とな るこ と もあ る。 なお
5dノが5♂ と 同 じ ピ ッチ
形 にな る ことはな い。
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  〔狭 広〕以外
ガ ンチ「ヌ「。
  〔広 〕
ギ リギ 『リ。
陀 ケ シヅ「ボ 。
喚 「イ ド コ ロ。
 〔狭 広〕
ジ ョ5謂 クセ ー。
 〔狭 広〕以外
ヤマ『ヂ クラ。
   〔狭広〕
ユキ ス『却 リ。
  〔狭 広〕以外
フタカワ「尹 。
   〔広 〕
フ ナ ダ イ『ラ 。
πヤマ ミヂ1・ぐ。
リ ズ カ イ くコ。
ア「屮 ガオG。
ネ コ ヒ『ゲ]〈 。
カ ナ ズ『勢 く。
ガ ン チ『ノ 〈]。
ギ リギ リ『匂 。
   〔臼」以 外〕
ギ リギ 叩 イ。
「ピ ケ シ ツ 昶 〈コQ
  i厂
ピ ケ シ.y-1ボ<]。
「タ「 イ ド コ ロ ぐ
o
ジ ョ「ガ1ク セ ー 〈]。
ヤ マ ザ ク『亨1〈 。
ユ キ ス『冫ミ「リa。
フ タ カ ワ『ア 〈 。
フ ナ ダ イ ク『匂 。






カ ナ ズ 「尹 ぐ …
ガ ン チ 「ア ・司…
ギ リギ リa…
ギ リギ リ「羽 …
「ピ ケ シ ツ 昶 く]…
  z「ピ
ケ シ ヅ1ボ<]…
「歹qイ ド コ ロ<1…
ジ ョ「舮 ク セ ー<コ …
ヤ マ ザ ク 「ヲ 〈 …
ユ キ ス「挿 リ<]…
フ タ カ ワ 「アkl…
フ ナ ダ イ ク くコ…








ク マ イ ボ「ネ。
旧 一 バ ー サ ン。
〔狭広〕
オ 「歹 可イ シサ ン。
〔狭 広 〕以外
???〔?
ミ カ ン『冫ミ1タ ケQ
  〔狭 広 〕以 外
r,コク マ 羽 ボ ネ くコ。
  冫
r,コク マ イ 昶 ネ 〈1…
「?一 バ ー サ ン<]。
「セ「一 バ ー サ ン<1…
オ『汐珂イ シサ ン 〈]。
オ「歹月イ シサ ン 〈 …
ユ キ ガ ッP;ノェー冤ン ぐ。
ユ キ ガ ツ「シ ♂ ン<]…
ミ カ ン『)遡タ ケ<]。









    〔狭広〕
トー ビキ『匐 チ。
   〔狭 広〕以外
○○○○○◎ 。
     〔広〕
サ ン ガ イ ダ 『}。
トー ビキ『匐 チ 〈]。
トー ビ キ 「響 チ<]…









佐柳島方言 との相違点を中心 に検討す る。
a系 列は,語 頭か ら高 く発音 される点,お よび5モ ー ラ以上の文節の文節末のい くつかの モー ラ
が低 くなる点が佐柳島方言 と異 なる。
 b系 列 とz系 列については佐柳島方言 と全 く同 じである。
 c,d, e系 列は,言 い きりの場合に文節末以外 の環境では上昇調のみで下降調が現われないこ
と,続 けた場合には高平調となることが佐柳島方言 と異なる。
 2cと2zの 単独言い きりでの アクセン トは,佐 柳島方言 と同様,連 いがあると言 う人 とない と
言 う人にわかれる。違いが あるとい う人に両者を対比 して発音 して もらうと,2cの 方をよ り強 く
上昇の度合 を大 きく発音 される。また付属語な しで続けた場合 にははっきり区別で きる。
2c釜 力 甲 ア ル 吻,カ 「々 ゴ ー タ 。i2z鎌 カマァル『西,カ マ「ゴ「一 タ。
なお2cと2zの 区別 については本浦方言 で も全 く同 じことが言 える。
3モ ーラ以 上のC.d, e, z系 列の名詞を助詞なしで続けた場 合のアクセ ントを示 してお く。
〔3cイ ワ「ジ1…,3c'ハ タ「ゲ1…,3zウ サ ギ …,4cネ コ ヒ「ろ粗 …,4c`カ ナ ズ 「尹 …,4dlガ ン チ
ワ ■一,4zギ リ ギ リ…,5cヤ マザ ク 「ヲ …,5c'ユ キ ス「廻 リ…,5d'フ タ カ ワ 「ヌ「…,5zフ ナ ダ
イ ク …,6cユ キ ガ ッ「担 ン …,6c/ミ カ ン ワ司 タ ケ …,6dコ ー リマ ク 「ヲ …,6d'卜 一 ビキ 「翻 チ …,
6eノ(欠)○ ○ ○ ○ ○ 『()1…,6zサ ンガ イ ダ チ … 〕 この 場 合 もz系 列 と そ れ 以 外 の 区 別 は 明 瞭 で あ る 。
音の長 さと強 さにっいて も佐柳島方言 と同 じことが言える。 〔σ1,『び,「 び 〕のモーラが長めに
そしてやや強めに発音 される傾向があ る。
 名 詞のまえに 「この 」をつけた場合のアクセントについて述べる。 「コノ」は佐柳島方言 と異 な
り,2a〔 「コノ。「ヒノ トゴL〕(言 う)と い うアクセ ントである。2,3モ ー ラの名詞についた場
合を示す。
2a「 う ノ ヤ マ 。 2brね ノ 尹 シ 。 2b'r]ノ オ ト■。2cr… コ ノ1二 『1フ。 ～ 「ヒ ノユニ ワ 。2z「 …コノ「 イ ト。
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3a「iコ ノ カ ガ『 ミ。 3 al「三コ ノ フ ク ゴ1。3b『7ノ パ「シ ラ 。3b'rコ ノ ミザ 刊キ 。3c「 治 ノコ イ『「プ シ。3iC
「コ 尹 ハ タ 「ゲo。3z「bノ 「 ウ サ ギ 。
 2cと2zを 対 に して 発 音 して も ら う と,2cを 〔「7/i二 『ウ 〕 の よ うに 発 音 され る こ とが 多 か っ
た(cf.金 田 一 他(1966)P.5)。ま たb'は 前 に 「 コ ノ 」 をっ け る と語 頭 の モ ー ラは 高 く き こ え る。
 佐柳島方言 との対応は,4,5モ ーラの単語ではかな り例外 も多い。 ここでは先 に22で あげた
単語の岩坪方言での アクセ ントを示すにとどめる。 「岩4a=佐4a」 とあれば,2.2で 佐柳島方言
において4aに 属す るとしてあげた単語は岩坪方言で4aに 属することを示す。
 岩4a(多)=佐4a。 岩4b=佐4b。 岩4b'_佐4b'。 岩4c=佐4c。 岩4c'=佐4cノ 。 岩4z
=佐4zと4d。 岩5a(多)=佐5a。 岩5b=佐5b(た だ し 「ハ イ ナ ン ゴ」は 岩 坪 で は 使 用 され
ず)。 岩5b!=佐5b'。 岩5c=佐5驍ﾌう ち○ ○OOOの 単 語(風 車,箱 枕,四 万 個),お よ び 佐
                       〔狭広〕
5d。 岩5cノ=佐5c.5d,5e,および5c!の うち○○○○○の単語(砂 煙,水 遊)。 岩5d'ﾘ佐5
                         〔狭広〕以外
e'。岩5Z=佐5z。
3.2.2 付 属 語 の ア ク セ ン ト
2モ ーラの付属語のアクセントを表7に 示 した。











テ 『コ ニ ワ 。
i  〔狭広〕テー『句 デ。
  〔狭 広〕以外
テ ー カ『ち 。
π》 マ ぐk。
7「 シ ぐ ぐ。
オ 「ト「ぐ く1。
二 『切 ニ ワ 。
i  〔狭広〕ニ ワ『炉 デ。











テ ー カ ラ …
匚ヤマ<i<i…
rイ「シ 〈 ぐ …
オ 「ト「〈]〈]…
ニ ワa「 即 …
/ト砕
















1)表 の見 か たは表2に 同 じで
あ る。 調査 した付 属語 も同じで
あ る。
2)付 属語 の母 音 の広 狭 によ っ
て ピッチ形 がか わ る。 また 「カ
ラ」 はz系 列 にっい た と きだ け
他 の2モ ー ラの付属 語 とア クセ
ン トが異 な る。 z系 列 以外 にっ
いた と きは 「マデ」 と同 じア ク
セ ン トで あ る。 ただ,強 調 した
場 合はZ系 列 について も 「マデ」
























イ ワ 「iフニ ワ 。
{   〔狭広〕イワシ即 デ。
〔狭 広〕以外
ウ サ 『…岬 ニ ワ 。
{   〔狭広〕ウサギ『ヨ デ。
〔狭 広〕以外
ウサギカ丐 。
ネ コ ヒ『功 くコぐ 。
ガ ンチ 『屮 ・ぐく]。
ギ リ ギP'),_ワ 。
{    〔狭広〕ギ リギ リ『知 デ。
   〔狭 広〕以外
ギ リギ リカPラ 。
ワく「シ ラ<]<]…
ミ匚ザ0キ く了く1…
イ ワ シニ 「…尹 …
イ ワ シ厂田 デ …










ネ コ ヒr,ゲ『ぐ ぐ…
ガ ン チ 「)日ぐ ぐ …
ギ リギ リニ 「ヲ「・一
ギ リギ ザ甲 デ…






ヤ マ ザ ク『ヲ<<]。
ユ キ ス『冲 リ<]<]。
フ タ カ ワ『ン「<コ〈lo
フ ナ ダ イ 『勿 ニ ワ 。
{     〔狭広〕フナダイク『卸 デ。
    〔狭 広〕以外
フ ナ ダ イ ク カ痕ラ。
ユ キ ガ ツ『シ∫1ン<]a。
ミカ ン『ワ・ξ1タケ<]4。
コ ー リ マ ク『≒尹ぐ く]。
トー ビ キ『宅1チ ぐ 〈1。
○ ○ ○ ○ ○ 『び ぐ 〈]。
サ ン ガ イ ダ 『尹 ニ ワ 。
{      〔狭広〕サンガイダチ『ヨ デ。
     〔狭 広〕以外
サ ン ガ イ ダ チ カPラ 。
ヤ マ ザ ク 「ヲ1<14_
ユ キ ス 「rミ「 リ<1<】 ・・。
フ タ カ ワ 「ヌー1く]<]…
フ ナ ダ イ ク ニ 「切 …
フ ナ ダ イ ク 「甲 デ…
フ ナ ダ イ ク カ ラ…
ユ キ ガ ッ「:/=-1ン ぐ ぐ …
ミカ ン ワ遡 タ ケ くコ<i・・―
コ ー リマ ク「ヲ<]ぐ …
ト― ビ キ甲 チ 〈1<1…
○ ○OOO「 σ1<1<1-・
サ ン ガ イ ダ チ ニ「ヲ …
サンガイダチ「甲 デ…
サ ン ガ イ ダ チ カ ラ…
 付属語の母音の広狭による相補分布は ときに崩 れることがあ って,「 ニワ」の類 のアクセントが
表 に示 した 「マ デ」の類の アクセントと同 じになる場合がある。しかし逆に「マデ」の類 が 厂ニワ」
の類の アクセン トになることはない。
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3.2.3 長 音 節 の ア クセ ン ト
 佐柳島方言 と同 じことが言 える。 アクセン トの単位は モー ラであるが,長 音節 の第2モ ー ラに下
降調が,さ らにその中で促音 には上昇調 も現 われ ない,と い う制限がある。いくつか例 をあげる。
3c冬 至 〔ト「=1ジ。～ ト『=「ジ。 トー ヅマ …〕,3b空 気 〔「歹Lキ 。～「ク』 キ。「歹i_キ 〈]…～「〃
一コキ〈]…〕なおb系 列における 〔厂σSOo～ て)S,Oo〕 とい うピッチの揺れ は両 山本氏に観察 され
る。
3.2.4 用 言 の ア ク セ ン ト
表8,9,に 調査結果をまとめた。































「ウ ツ ジ タ 。
ク ラ『却 ル 。
ク ラ『却 タ。
「…ノラ ・ぐ「ル 。
㌧ ラ 即 タ 。
ハ タ『ヲ ク。
ハ タ 『亨「イ タ。
「ラ ツ デ ル 。
∈7ツ マJ「 タ。
キ ル 厂トキ …
キ 「歹可トキ …
ヤ ク 「トキ …
甲 イ タ ト キ …
ノ ム 「トキ …
ノ ン ダ 「ト キ…
イ レ「ラρ トキ …
イ 「♂ タ トキ …
匚タテ ル トキ …
タ テ タrrキ …
ワ タ 「男 トキ.・・
ワ タ シ 「歹「トキ …
「ウ ツ ス トキ …
「ウ ッ シ タ トキ …
ク ラ ベ59ト キ …
ク ラ ベ 「勿 トキ …
「シ ラ ベ ル トキ …
rノ ラ ベ タ トキ …
ハ タ ラ「歹1ト キ …
ハ タ ラ イ 「歹1ト キ …
∈アツ マ ル トキ …
旺7ツ マ ッ タ トキ …
佐柳島方言 と同様次の動詞の アクセ ントは不規則である。 「居 る,言 う,吸 う」は 〔「牙「ル…,「ヨ
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一 … .「ズ1__〕 とい う2bの ア ク セ ン トで あ る 。 た だ し,「 言 う,吸 う 」に は2zの 規 則 的 な ア ク セ
ン トも あ る。


















吻 ル ジ ー。
ワ ル ジ1ン 。
ナ イ 「トキ.・―
「/,一 ナ ル。
ア 「が イ トキ-・
ア「ヨ冂一 ナ ル 。
ラ ツ イ トキ 。
ア「ジ「一 ナ ルo
ツ メ タ 『孑「トキo
ツ メ ト「コ ナ ル 。
「ク ル シ ー ト キ。
寝クル シ?ナ ル 。














  〔財」以外 〕




















































/い ダ ケ 。/
/レ 丶ダ1ケ<]。/
/レ 丶タ ゲ]<}<]o/
/L丶 タ クコ ・ー/
/L丶 タ ケ ぐ(<])…/
/Lウ サ ギ/
/Lウ サ ギa/




   〔防ラ」以外〕
/ゆ サギイコ…/
/Lウ サギぐ く1…/





























/Lギ リギ リー 1イQ/
/1ギ リギ リ「<]〈]。/
    〔「力力 以 外〕
/[ギ リギ リイ1…/
/ば リギ リ〈丁龜く]一シ//
    〔「カラ」以外 〕
/ヒ ケ シ ツ ボ/
/タ 『 イ ド コ ロ/
/ジ ョ「ガ ク セ ー/
/Lfiマ ヂ ク ラ。/
/Lfiマ ザ グ ラa(ぐ)。
/Lヤ マ ザグ ラ(a(ぐ))一/
/Lー キ 刀 ベ リ。/
/酔 キ スベコ リ〈](a)。/
/L年 キ ス!頑 リ(a(a))一/
/Lフ タ カ プ メ 。/
/Lフ タ カ ワ 尹 く](<コ)。/
/Lフ タ カ ワル日(〈](ぐ))一/
/レ ナ ダ イ ク/
/Lフ ナ ダ イ ク ぐ/




     〔「カラ」以外〕
/Lフ ナダイクィ[・-/
/Lフ ナダイク4〈]一/
     〔「カラ」以外 〕
/ロ クマ イ ボ ネ/
/e,一 バ ー サ ン/
/ず ダ イ シ サ ン/
/L=Lキ ガ『ッ シェ ン。/
/μ キ ガヅ「シェンa(a)o/
/L⊥ キガ屮 シiン(<コ(<コ))一/
//Lミ カ:/,バ タ ケQ/















/【)○ ○○○σ 伺 ㈲ 一/
6z 三階建 /Lサ ンガイダチ/
/Iサ ンガイダチa/








 低起式 で/「/を もつ文節では付属 語をつけた り,続 けた りすると/「/の 位置が後ろにずれる
ことがある。まず5モ ー ラ以上の付属語 つきの文節を言いぎった場合,単 独言い きりの場合に比べ
て/「/が1モ ー ラ後ろにずれている。なお,4モ ー ラ以下の文節では原則 としてずれない。次に,
単独であれ,付 属語つ きであれ,切 らずに続 けた場合 は,文 節の長 さと無 関係に単独言 いきりの場
合に比べて/「/が1モ ー ラ後 ろにずれ る。それに加 えて,/「/の 位置が語頭 か ら4モ ーラ以内
にあるときは,切 らずに続 けると語頭 からかぞえて第4番 目の モー ラに移動す る(第4モ ーラがな
い場合 は文節末のモー ラに移動 する)。
週時 的には,核 が後ろにずれる中間的な段階にあ るのではなかろ うか。
付属語には有核 の もの と無核のものがある。有核の ものは 「イ」と厂カラ」をの ぞく2モ ーラの付
属語である。有核の 付属語 はz系 列の名詞 についた ときだけ自らの核 を顕在化 させる。//「 イ。//
/イ ー・ゾ,//「 マデ。//,/デ デ・ゾ,//「 ニワ。//,/三 「ワ…/な どと考える。なお佐柳島
方言 と異 なり(2.6参 照),「 タリJ「 タラ」のア クセントは 「マデ」などと同じである。
 5(rと5cは,付 属語 つきや続けた場合の アクセントはほとん ど同 じであ るが,表6注5)で 示 し
たよ うに,5cは5c'と 同じ ピッチ形になることはあるが,5d'は5c'と 同じピッチ形 になることが
ないため,別 の アクセント素を有すると考 える。
 調査 し洩 らした型がないかどうかをみてみ る。まず/K)σ ○○0。/,/1○ σ ○○○○。/は,
3c,4c系 列の名詞が付属語を従えて5モ ー ラ以上の文節になった場合に/「/の 位置が第2モ
ーラか ら第3モ ー ラに移ることを考えると,存 在 しない可能性が高い。次に,4d',5dノ,6eノ は
いずれ も語末モーラの母音が広 く,こ れと対をなす語末 モー ラの母音の狭 いものは調査では得 られ
なかった。 これ も存在 しない可能性が高い。まず4dは4c'と 同 じピッチ形 となるか ら明 らかに存
在 しない。5d,6eは 全 く存在 不可能 とい うわけではない。仮に存在す るとすれば,単 独言い き
りでは5c',6d'と 同 じピッチ形で,付 属語つ きや続 けた場合 には,5?6驍ﾆ ほとん ど同じピ
ッチ形 になると考えられる。
 結局,岩 坪方言の アクセ ント体系は,1,2モ ー ラにはn+2,3,4モー ラにはn+1,5モ
ーラ以上にはn種 類 の対立がある ものと考 え られる。
一42一
真鍋島方言と佐柳島方言のアクセントにっいて 一中間報告
3.3 真鍋島本浦方言 のアクセン ト
 真鍋島本浦方言 についての私の調査は極めて不十分で,ご く簡単に金田一他(1966)の 調査結果
と一致 しない点 をのべるにとどめ る。本浦方言の もっと詳 しい調査は今後の課題 である。 さて,本
浦方言に老年層 と若年層の 間に アクセントの ちがいが あることが,金 田一氏 と金井氏によって明 ら
かにされている。




























ウ タ マ 。
ウ タ ラ「〈 。



















イ ト ぐ …














イ ワ 「り ぐ
 t
イ ワ シ呷(稀)
ス ズ ワ 。
スズ メ 「a。








r,丶 レ ル ト キ …
ワ ス 「ロ ル 。
ワ ス「リ ル トキ …
エ 「i。
エ エ 「トキ …
甲 カ イ
ryカ イ
奥 川 氏 以外
イワrシぐ
 z
イ ワ シ 「ぐ
スズ ら 。
スズ メ関 。
ス ズ メ ぐ …
マ 移 。
マ ク「トキ …
ア ケ ワ尹 。
ア ケ 弓1フトキ.・・
ワ丶レ ル 。
r,丶 レ ル トキ …
ワ ス レ 弓湖 。




エ エ 「トキ …
ケ 炉 イ
ryカ イ
 私のインフォーマ ントの うち奥川氏のみが他の方 々と少 し違 うアクセントを もっていた。 そして
この例外 的な奥川氏の アクセン トが,金 井氏による老年層の調査結果(金 井氏 のイ ンフォーマン ト
は明治30年 生の道西清吉氏)と ほぼ一致するのであ る。奥川 氏の発話は録音 して あったので,志
村,川 上,小 西,片 山の各 氏に聞いてもらった ところ,皆 が口をそろえて 〔イ厂ヴ「シ,ア 「卿 ル〕など
は岩坪の アクセン トの ようだと言われ,〔 甲 カイ,卵 ト〕などは少 し奇妙だと言われた。 そうなる
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中 井 幸比古
と,果 た して道西氏 と奥川 氏の アクセ ントが古形を保 存していると言い きれ るか どうか,問 題がの
こると思 う。奥川氏はきわめて外住期 間の長 いかたであ り.道 西氏 も外住経験のあるかたであるこ
とか ら.他 の方言の アクセン トの影響を考慮す る必要があるか もしれない。

































ア ケ 「J,ト キ …
ワ ス レJレ 。




ス ズ ワ 。
ス ズ メra。
ス ズ メ 「縺c
ア ケrレ 。
ア ケ 「ラレ トキ …
ワ ス レ「ラレ。
ワ ス レワレモ ノ…
私の調査 した中学生にはC系 列 とZ系 列 の区別 が失われてい る。C系 列の動詞 に 「モノ」.「 トキ」
をつけた場合,「 モノ」,「 トキ」は高 くつづ くので,/「/が 失われているものと考え られる。
 この結果 の違 いは.お そ らくインフォー マン トの年代差が原因であ ろう。但 し.私 の調査結果が
現在のすべ ての中学生にあてはまるのか どうかは さらに調査が必要である。
4.今 後 の課 題
 何 よりも,調 査を続 けて より完全なデー タを得ることが必要 であ る。 その上で音韻論的 な解釈,
祖体系の推定な どを行 な うことが今後の課題である。
また周辺の島 々の方言の アクセン ト調査 も進めて行 く予定である。
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